
　写真は水仙（スイセン）です。水仙はおもに早春に花を咲かせる球根植物で、写真のフサザキス

イセンのほかにも黄、緑、ピンク、紫など色とりどりの花を咲かせる品種があります。

　ひとつの球根から数年間は花を咲かせ、ガーデニングに適した花とも言われますが、美しい見た

目に反して人体に有害な毒をもっており、ニラやタマネギと誤って食べてしまわないよう注意が必

要です。
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農業者年金に加入しませんか
 

 老後の備えは、

　国民年金と農業者年金で！　

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
令
和
２
年
11
月
〜
令
和
３
年
2
月
）

　　　審議案件
耕作目的の売買・賃貸
(3 条許可 )
市街化調整区域内の転
用 (4、5 条許可 )
市街化区域内の転用
(4、5 条届出 )
利用権の設定
相続税納税猶予

件数

5

9

62

33
7

   　

7,988

3,152

23,077

61,834
20,546

　 面積（㎡）

総会の主な審議案件と件数 ●
総
会

　
　
11
月
25
日
、
12
月
25
日
、

　
　
１
月
25
日
、
２
月
25
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
・
面
積
は
左

表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　
　
11
月
13
日
、
12
月
15
日
、

　
　
１
月
14
日
、
２
月
15
日
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政策支援加入

1万円

12万円

18,000円

24,000円

36,000円

2万円

24万円

36,000円

48,000円

73,000円

6.7万円

80.4万円

121,000円

162,000円

244,000円

保険料

月額

年額

節税額

税率

15.1％

20.2%

30.4%

課税対象所得

195万円以下

195万円超　

330万円以下

330万円超　

650万円以下

通　常　加　入

　農業者年金は、農業の担い手の
ための公的年金制度です。社会保障と個人の備え
を組み合わせて将来に備えましょう。
　☆次の要件を満たす方なら
　　　　どなたでも加入できます。

　・年間 60日以上農業に従事
　・60歳未満
　・国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納
　　付免除者を除く）

①確定拠出型年金で、加入者・受給者数に左右さ
　れない安定した年金。
②保険料は月額２万円～６万７千円の範囲で、千
　円単位で自由に設定することができる。
③原則65歳から受け取る事が出来る終身年金。
　80歳より前にお亡くなりになられた場合でも、
　80歳までに受け取るはずであった年金額の一部
　が遺族へ支給される。
④一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助。
⑤支払った農業者年金の保険料全額が社会保険料
　控除の対象。将来農業者年金として受け取った
　年金も公的年金等控除の対象。

☆農業者年金の５つのポイント

▲保険料支払いによる節税効果の例



○
吉
本
　
清
恵
（
名
古
木
）

　▽
経
営
作
目
・
面
積

　
　露
地
野
菜
（
29
ア
ー
ル
）

♦
ひ
と
こ
と

　
は
だ
の
市
民
農
業
塾
と
い
う
、

良
い
機
会
を
頂
き
就
農
い
た
し
ま

し
た
。
働
く
母
親
で
あ
っ
た
経
験

か
ら
、
新
鮮
（
保
存
が
で
き
る
）、

安
全
（
物
理
的
防
除
を
中
心
）
な

葉
物
野
菜
を
生
産
予
定
で
す
。
課

題
は
山
積
み
で
す
が
、
わ
く
わ
く

し
て
い
ま
す
。

○
鎌
田
　
普
（
立
野
台
・
今
泉
）

　▽
経
営
作
目
・
面
積

　
　露
地
野
菜
（
40
ア
ー
ル
）

♦
ひ
と
こ
と

　
栽
培
期
間
中
、
農
薬
や
化
学
肥

料
は
使
用
せ
ず
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

プ
ラ
ン
ツ
や
菜
種
油
粕
・
米
糠
・

緑
肥
等
を
利
用
し
、
安
全
安
心
で

体
に
優
し
い
野
菜
作
り
を
行
っ
て
、

自
然
や
地
域
に
寄
り
添
い
、
持
続

可
能
な
環
境
作
り
・
生
活
・
農
業

を
目
指
し
ま
す
。

○
杉
崎
　
泰
子
（
曽
屋
）

　▽
経
営
作
目
・
面
積

　
　露
地
野
菜
（
18
ア
ー
ル
）

♦
ひ
と
こ
と

　
屋
外
で
働
く
こ
と
と
食
べ
物
を

作
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
野
菜
づ

く
り
に
は
ま
り
ま
し
た
。
お
借
り

し
た
畑
で
思
い
切
り
野
菜
を
作
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
！

○
花
島
　
伸
幸
（
菩
提
）

　▽
経
営
作
目
・
面
積

　
　露
地
野
菜
（
26
ア
ー
ル
）

♦
ひ
と
こ
と

　
世
界
に
は
、
美
味
し
い
野
菜
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
食
卓
の
常

連
に
な
っ
て
い
な
い
新
し
い
野
菜

の
栽
培
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
野
菜

嫌
い
の
子
供
た
ち
に
も
美
味
し
い

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
野
菜

を
「
は
だ
の
野
菜
」
と
し
て
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

○
髙
田
　
敦
史
（
上
大
槻
）

　▽
経
営
作
目
・
面
積

　
　露
地
野
菜
（
23
ア
ー
ル
）

♦
ひ
と
こ
と

　
目
指
せ
半
農
半
ⅹ
。

　
私
は
兼
業
で
ダ
ン
サ
ー
を
や
っ

て
お
り
ま
す
。
心
も
体
も
躍
る
よ

う
な
野
菜
を
目
指
し
、
農
業
塾
で

教
わ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
日
々
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

　
頑
張
り
ま
す
！
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な
農
業
を
学
ぶ
新

規
就
農
コ
ー
ス
の

３
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

　
本
号
で
は
、
新
規
就
農
コ
ー

ス
を
修
了
し
市
内
で
新
規
就
農

す
る
５
名
の
修
了
生
に
つ
い
て
、

経
営
作
目
、
営
農
場
所
、
耕
作

面
積
、
今
後
の
農
業
に
対
す
る

意
気
込
み
等
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
に
対
す
る
、
本
市
独
自
の
サ

ポ
ー
ト
制
度
で
す
。

　
農
業
・
農
作
物
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
、
農

産
加
工
品
の
製
造
販
売
を
学
ぶ
農

産
加
工
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
、
新
た

に
農
業
に
参
入
す
る
た
め
実
践
的

「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」（
塾

長
：
秦
野
市
長
、
副
塾
長
：
秦

野
市
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
及
び
秦
野
市
農
業
委
員

会
会
長
）
は
、
新
た
な
農
業
の

担
い
手
づ
く
り
と
し
て
、
新
規

就
農
や
農
業
参
画
を
希
望
す
る
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き
ち
ん
と
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
、

研
修
圃
場
の
除
草
も
き
ち
ん
と
行

っ
て
周
囲
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

な
い
、
農
業
に
向
き
合
う
大
変
素

敵
な
世
代
で
し
た
。

　
今
後
の
秦
野
市
の
農
業
振
興
に

貢
献
で
き
る
大
変
有
望
な
方
々
だ

と
思
い
ま
す
。
先
輩
農
業
者
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
仲
良
く
し
て
あ
げ
て

下
さ
い
。

○
講
師
か
ら
の
ひ
と
こ
と

　
今
年
の
修
了
生
さ
ん
た
ち
は
自

分
が
立
て
た
計
画
を
責
任
持
っ
て 伊藤総司 先生

は
だ
の
市
民
農
業
塾

　
　
　
　修
了
生
紹
介
コ
ー
ナ
ー



　
ま
だ
、
農
道
も
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
行
政
に
要
望
を
出
す
と
現

物
支
給
の
助
成
が
あ
り
、
近
隣
の

地
権
者
と
数
年
か
け
て
舗
装
し
、

台
風
や
豪
雨
の
被
害
軽
減
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　
程
な
く
、
県
の
農
業
普
及
員
の

先
生
の
指
導
も
有
り
露
地
野
菜
で

秦
野
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
一
号
に

な
り
、
そ
れ
を
機
に
品
質
向
上
と

付
加
価
値
の
あ
る
作
物
を
安
定
供

給
で
き
る
よ
う
に
土
作
り
か
ら
見

直
し
ま
し
た
。
畑
の
地
力
と
負
荷

を
考
え
荒
廃
地
と
堆
肥
な
ど
の
有

機
質
肥
料
の
有
効
利
用
に
取
り
組

み
、
隣
接
す
る
農
地
の
借
り
受
け

な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
認
定

農
業
者
の
資
格
を
活
か
し
、
農
業

委
員
会
の
斡
旋
に
よ
り
農
地
の
取

得
を
し
ま
し
た
。
要
項
を
満
た
す

と
免
税
や
減
税
、
即
ち
節
税
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
経
費
削
減
に
繋

げ
我
が
家
の
農
業
経
営
に
は
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
い
事
業
と
な
り
ま
し

た
。
行
政
と
農
業
委
員
会
な
ど
の

協
力
も
得
な
が
ら
農
地
の
集
約
や

規
模
の
拡
大
整
備
、
作
業
の
効
率

化
で
得
た
時
間
で
、
増
え
続
け
る

鳥
獣
被
害
の
防
除
、
駆
除
に
費
や

す
こ
と
が
少
し
は
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
お
客
様
か
ら
も
「
す
て
き

な
リ
ー
ス
で
す
ね
」
と
ほ
め
ら
れ

る
と
や
る
気
と
元
気
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

今
は
、
主
人
の
出
荷
す
る
落
花
生

や
栗
の
運
搬
を
手
伝
い
な
が
ら
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
出
品
し
て

い
ま
す
。

　
私
の
第
２
の
人
生
は
、
た
く
さ

ん
の
学
び
と
交
流
の
中
で
進
行
中

で
す
。

　
平
成
元
年
か
ら
国
の
農
業
協
同

補
助
事
業
で
ハ
ウ
ス
ミ
カ
ン
の
施

設
栽
培
と
代
々
受
け
継
い
で
い
る

露
地
野
菜
栽
培
を
両
親
の
も
と
始

め
ま
し
た
。

と
な
ど
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た

私
は
、
焦
り
に
焦
り
ま
し
た
。
壁

か
け
風
の
リ
ー
ス
を
作
っ
た
り
、

生
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
店
長
に
「
小
澤
さ
ん
、
生

産
者
は
グ
ル
ー
プ
研
究
会
を
開
い

た
り
、
教
室
に
通
っ
た
り
し
て
努

力
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。」
と
言

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
花
道

教
室
に
通
い
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

教
室
に
通
っ
て
、
な
ん
と
か
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
講
師
の
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
じ
ば
さ
ん
ず
』
で
は
様
々
な

学
び
や
人
と
の
交
流
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。

　
あ
る
朝
、
80
代
ほ
ど
の
小
柄
な

老
夫
婦
が
仲
睦
ま
じ
く
フ
キ
の
束

を
並
べ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
姿
に

生
涯
現
役
の
証
を
見
ま
し
た
。
あ

る
と
き
は
、
作
業
を
終
え
た
お
母

さ
ん
た
ち
が
駐
車
場
脇
で
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
明
る
く
弾
け
た
笑
い

声
に
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
大
先
輩
の
生
産
者

は
「
品
物
は
買
う
人
の
立
場
に
立

っ
て
売
ら
な
き
ゃ
あ
駄
目
さ
」
と

大
切
な
心
構
え
を
話
し
て
く
れ
ま

　
10
年
ほ
ど
前
の
ク
リ
ス
マ
ス
頃

の
事
で
し
た
。
定
年
退
職
を
し
て

い
た
私
は
、
家
の
周
り
に
真
っ
赤

な
実
を
た
わ
わ
に
実
ら
せ
た
ツ
ル

ウ
メ
モ
ド
キ
を
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
に
仕
上
げ
、『
じ
ば
さ
ん
ず
』に

販
売
交
渉
に
行
き
ま
し
た
。
あ
っ

さ
り
と
Ｏ
Ｋ
を
頂
い
た
も
の
の
、

売
り
上
げ
は
さ
っ
ぱ
り
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
出
品

依
頼
を
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
時

期
だ
け
の
事
だ
と
思
い
、
先
の
こ

し
た
。
生
産
組
合
で
は
県
の
鳥
獣

対
策
特
区
を
利
用
し
て
、
１
０
０

０
ｍ
の
防
護
ネ
ッ
ト
の
整
備
、
大

型
囲
い
罠
の
設
置
、
括
り
罠
の
導

入
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
、
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
個
体
調
査
の
協
力
な
ど

出
来
る
限
り
取
り
組
み
、
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
個
体
数

の
減
少
ま
で
に
は
至
ら
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
ま
た
、
農
業
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
で
き
る
限
り

積
極
的
に
参
加
し
て
、
繋
が
り
を

活
か
し
知
識
や
経
験
を
積
み
、
人

生
を
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
み
た
い
。

　
４
月
か
ら
長
男
は
コ
ロ
ナ
渦
中
、

リ
モ
ー
ト
授
業
な
ど
勝
手
が
違
う

大
学
生
活
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
何
年
か
先
の
後
継
者
に

喜
ば
れ
る
経
営
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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学
び
と
交
流
の
中
で

小
澤

　み
つ
江（
落
合
）

農
業
人
生
を
楽
し
む

山
口

　雅
之（
平
沢

農
家
の
声



相
談
コ

ナ
ー

ー

農
地
銀
行
と
は
？

 
 

農
地
銀
行
を
利
用
し
た
い

場
合
は
ど
う
し
た
ら
い
い

で
す
か
？農

地
を
貸
し
た
い
場
合
は
、

所
定
の
申
出
書
が
あ
り
ま

す
の
で
貸
し
た
い
農
地
の
地
番
が

分
か
る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

も
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
農
地
を
借
り
た
い
場
合
は
、
は

だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
も

し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
農
地
銀
行
は
農
地
を
預

か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
借

り
手
が
見
つ
か
る
ま
で
は
所
有
者

の
管
理
と
な
り
ま
す
が
、
農
地
の

活
用
に
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
◆

　
★
は
だ
の
都
市
農
業

　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
☎
８
１
ー
７
８
０
０

　
★
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
☎
８
２
ー
９
６
５
４

秦
野
市
に
は
農
地
銀
行
と

い
う
制
度
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
制
度
な

の
で
し
ょ
う
か
？

農
地
銀
行
は
、
農
地
を
有

効
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、

貸
し
手
側
の
「
今
ま
で
は
耕
作
し

て
い
た
が
、
活
用
し
き
れ
な
く
な

っ
た
か
ら
農
地
を
貸
し
た
い
、売

り
た
い
」 

と
、
借
り
手
側
の
「
農
業
経
営
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
、
こ
れ
か
ら

農
業
経
営
を
始
め
た
い
か
ら
借
り

た
い
、
買
い
た
い
」
と
い
う
意
向

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い
く
取
り

組
み
で
す
。
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（一社）神奈川県農業会議
農政活動協力金

ご協力ありがとうございました。
協力金額８７３，５００円

　毎年お願いしている（一社）神奈

川県農業会議農政活動協力金につき

ましては、本年度は１，747戸の農業

者の皆様にご協力いただきました。

　誠にありがとうございました。

　この農政活動協力金は、（一社）神

奈川県農業会議

が行う農政対策

活動や、各地区

生産組合の地域

農政活動への助

成等に充てられ

ます。

鳥
獣
被
害
防
止
用
電
気
柵
設
置

支援
センター
通信

　
２
月
13
日
に
堀
山
下
地
区
に
お
い
て
、
有
害
鳥
獣
対
策
と

し
て
鳥
獣
被
害
防
止
用
電
気
柵
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
生
産
組
合
員
の
ほ
か
、
県
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、
農
協

支
所
職
員
、
農
業
塾
生
が
参
加
し
、
同
地
区
内
３
か
所
に
電

気
柵
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
電
気
柵
は
５
段
張
り
と
し
て
お
り
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ

シ
両
方
に
対
す
る
被
害
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
倉
生
産
組
合
の
髙
橋
正
宏
生
産
組
合
長
は
「
今

後
も
引
き
続
き
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。



も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
が
少
な
く
、
病
害
虫

に
も
強
い
た
め
荒
廃
農
地
対
策
や

鳥
獣
被
害
低
減
作
物
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
３
名
の
鉢
物
農
家
が
育

苗
し
た
苗
を
、
市
内
農
家
16
名
に

栽
培
し
て
も
ら
い
ま
す
。
２
月
25

日
に
は
第
１
回
栽
培
講
習
会
が
開

催
さ
れ
、
９
月
の
出
荷
を
目
標
に
、

販
路
の
開
拓
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
新
た
な
特
産
農
産
物
の

候
補
と
し
て
露
地
栽
培
で
青
パ
パ

イ
ヤ
の
試
験
栽
培
を
開
始
し
ま
す
。

　
青
パ
パ
イ
ヤ
は
一
般
的
に
フ
ル

ー
ツ
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
黄

色
の
パ
パ
イ
ヤ
と
違
い
、
色
づ
く

前
の
青
い
未
熟
果
を
、
野
菜
用
と

し
て
収
穫
し
ま
す
。
脂
質
、
糖
質

や
た
ん
ぱ
く
質
を
分
解
す
る
酵
素

が
含
ま
れ
て
お
り
、
機
能
性
の
高

さ
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
と

 　

青
パ
パ
イ
ヤ
試
験
栽
培
開
始
！

▲第１回栽培講習会の様子

▲収穫前の青パパイヤ

　
令
和
３
年
１
月
に
再
度
発
令
さ

れ
た
緊
急
事
態
宣
言
。
外
出
の
自

粛
要
請
や
飲
食
店
へ
の
規
制
に
よ

り
、
農
業
者
の
皆
様
に
も
多
様
な

影
響
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昨
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
以
外
に
も
様
々
な
災
害
や

天
候
不
順
も
あ
り
、
誰
も
が
一
様

に
苦
心
惨
憺
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、地
域
で
助
け
合
い
、

励
ま
し
あ
い
、
無
事
乗
り
越
え
て

い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
農
業
委
員
　
石
井
　
章
一
）

編

記

後

集

農地の賃借料情報
　令和２年１月から令和２年12月までに利
用権設定により賃貸借された農地の賃借料
（10ａ当たり）は、下表のとおりです。

※農地の区分、平均値、最高額、最低額を
　賃借料情報として提供します。（施　設
　野菜・施設花卉及び現物支給は除く。）
※金額は、１件ごとに百円未満を四捨五入
　して集計したものです。
※データ数は、集計に用いた件数（筆数）
　です。

全
国
農
業
新
聞

区
分
　
田　
　
畑

平均額
　　　（円）

最高額
　　　（円）

最低額
　　　（円）

データ数
　　　（件）

9,800

8,300

10,300

11,500

9,200

3,300

4

58

全国農業新聞は、最新の農業情勢の提供

と解説、先進農家の経営紹介、農業入門

など読んで役立つ情報が満載です。

　● 毎週金曜日（月４回）発行

　● 購読料　月７００円

　● お申し込みは、農業委員、推進委員、

　　または事務局まで。

農業委員会事務局　☎８２－９６５４
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